
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上伊那地域） 

令和元年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 
 
 
 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 JR飯田線活性化期成同盟会イベント列車事業（駒ヶ根市） 

事業主体 

（連絡先） 

JR飯田線活性化期成同盟会 

（駒ヶ根市赤須町 20-1 駒ヶ根市総務部企画振興課 電話 0265-83-2111） 

事業区分 (8）その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費    288,550 円（うち支援金：  230,000 円） 

 

①飯田線利用人数の増加 

②飯田線利用への啓発 

③地域活性化 

※自己評価【Ⅽ】 

【理由】 

応募について、地域カード加盟店で

の買い物を条件としたことで、地域

での経済効果や事業広報等で事業の

周知に一定の効果はあった。 

【動物園に向かう車内で読み聞かせ】 

    （昨年度の様子 参考） 

 【目標・ねらい】 

 

応募要件を地域カード加盟店舗の買い物としたが、予定し

ていた定員の応募があり、飯田線利用促進事業に対して、

多くの地域住民に事業の周知が図れたことは成果といえ

る。 

 

事業実施日（10/12）は、台風 19号の接近により、参加

者の安全を考慮して事業中止の判断をせざるを得なか

った。結果として飯田線も運休となった。 

飯田線の利用機会や、利用促進を図るために、地域住民と

協働しながら事業を実施し、飯田線を活かした地域づくり

や地域活性化の推進を企画した。 

 

JR飯田線（鉄道）を利用し、自家用車を利用しなくても、

楽しめる駅周辺の魅力を伝え鉄道を利用した地域内での行

楽や飯田線への乗車意識の醸成を予定した。あわせて列車

内で本の読み聞かせなど車内イベントを実施し、子どもた

ちに鉄道を利用した楽しい思い出を提供する予定であった

が、台風 19号の接近を受けイベントが中止となった。 

 

今後も、視点を変えながら、継続的にイベント列車を運行することにより、多くの人への飯田線の

ＰＲ及び利用促進を促し飯田線の新たな利用者の開拓や利用啓発を図っていきたい。またイベントな

どに関連して事業を行うことでイベント集客と飯田線利用促進の相乗効果を図っていきたい。 

 


